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介護・医療連携推進会議 記録 

令和 5年度 第 1回 介護・医療連携推進会議 記録 

 

⚫ 事業所情報 

法人名 株式会社みらいさい福祉会 

事業所 愛光苑松本サポートセンター 

 

⚫ 開催日時・場所 

日時 令和 5年 6月 23日（金）13：30～15：00 

場所 みらいふ岡田松岡管理室 

 

⚫ 参加者（順不同） 

NO 所属（役職） 氏名 

1 利用者家族 A様 

2 利用者家族 K様 

3 地域住民の代表（岡田松岡町会長） T様 

4 地域住民の代表（岡田松岡民生委員） K様 

5 地域住民の代表（岡田地区地域づくりセンター長） Y様 

6 地域包括センタ― W様 

7 知見を有する者（うつくしがはら温泉敬老園居宅） Y様 

8 知見を有する者（愛光苑ケアマネセンター） S様 

 

 

⚫ 議事 

NO 議事内容 

1 会議の目的 

2 愛光苑松本サポートセンター業務内容 

3 質疑応答 

  

       

 

⚫ 記録 

議事 1 「定期巡回・随時対応型訪問介護看護」のサービス内容の周知 

 サービスの目的は、「中重度の要介護状態になっても住み慣れた地域で暮らし続けること」や「在

宅生活の限界点を高める」ことにある。 

サービス提供の形は、24時間 365日対応であるが、1回の訪問は 20～30分以内、1日に 3～4回

訪問が可能。事業所のある中学校区内に訪問先があると効率よくサービス提供できる。今回は事
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務所のある岡田地区の町会長や民生委員に出席の協力をいただき、地区の資源として知っていた

だければという思いもある。 

また、特色として、事業所内の看護師は訪問による看護ケアを提供することはないが、看護の視

点で利用者様の日々の状態をアセスメントし、ケアの内容を見直し、介護員に助言する点である。 

議事 2 愛光苑松本サポートセンターの業務内容について（詳細は資料参照） 

 愛光苑松本サポートセンターのサービス提供先は、在宅 10名、サービス付き高齢者向け住宅（み

らいふ）８名、住宅型有料老人ホーム 47名となっている。現在は施設内と施設外で職員を分け、

2つのグループでサービスを提供している。 

在宅・サービス付き高齢者向け住宅（みらいふ）について報告 

 ・現状報告を行う。 

 ・４月より夜勤体制となり、夜間の対応が以前より早くなった。 

住宅型有料老人ホーム（愛光苑まつもと） 

 ・現状報告を行う。 

 ・夜間看護師の対応がない場合の看取り目的の入居も受け付けている。 

議事 3 質疑応答 

質問 1 みらいふは、以前訪問看護も行っていたが、今後はどうなるのか 

回答 1 定期巡回が看護がついているサービスということで入居を決めていただいたので、現状定期巡

回の一体型としてサービス提供できないことは大変ご迷惑をおかけしています。現在看護の採

用が難しい状況ですが、事業所としても看護を復活させたいとは思っています。現在は毎月ア

セスメントを行うために、看護師が最低月に 1回は訪問し、それ以外では訪問した介護員の報

告を聞いてアドバイスを行っていますので、看護の視点を活かしたサービス展開になるようつ

とめているところです 

質問 2 利用料金について教えてほしい。 

回答 2 入居案内をもとに説明。 

質問 3 夜勤体制となり、事務所から訪問だが、在宅の場合も対応してくれるのか？ 

回答 3 現在夜勤帯での、定期訪問の提供はないが、対応は可能である。 

質問 4 １回の訪問時間の設定 20~30分という認識でよいのか。 

回答 4 食事作りというケア内容は 30 分以内でできない場合が多いので、お弁当の活用をしたり、食事

の準備から下膳片付けまでを 2回の訪問に分けて、1回の訪問時間は 20～30分で対応したい。 

質問 5 ひと月のうち、家族が 1週間ほど滞在して介護するので、サービスをキャンセルしている。その

分別の日程でサービス時間を増やしてもらうことはできるのか。 

回答 5 詳細は確認して個別に対応したいが、訪問時間は基本 20～30分でケアを行うことは変わりない。 

質問 6 通院介助等は可能か。 

回答 6 通院の付き添いは定期巡回のサービスでは対応できない。自費サービスとしても行っていない。 

質問 7 買い物は行ってもらえるか 

回答 7 30分程度の訪問時間で、食事作りを提供する場合、食材は自宅に準備されていることが必須であ
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り、限られた時間でケアを行う場合は、買い物についてはご家族に担ってもらっている場合が多

い。急な買い物の依頼には対応することができないため、買い物については別の社会資源でカバ

ーするようプランに組み込んでもらいたいと思う。 

  

  

 

議事録作成 片山・松崎 

 

以上 


